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貧血様の造血不全である。末梢血中に GPI アンカー膜蛋白が欠失した paroxysmal nocturnal 







1. 明らかな移植片対宿主病などの関与の無いドナー型LGF症例 14例において 7例（50%）にPNH
型血球またはHLA-LLsが検出された。 
2. レシピエント T細胞が残存する LGFの 3例ではこれらのマーカーは検出されなかった。 




今回の検討からドナー型 LGF において AIHFが高率に存在することが明らかになった。これらの
症例は再移植ではなく免疫抑制療法のみで治癒が得られる可能性があるため、免疫病態マーカーであ
る PNH型血球やHLA-LLsの有無を検索することが極めて重要である。 
本研究はドナー型 LGFにおける AIHFの実態を初めて明らかにしたものであることから学位に値
すると判断された。 
